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い
り
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
度
の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
、
鉄
道
・

道
路
網
の
強
化
な
ど
中
京
大
都
市
圏
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
な
が
ら
、
次
世
代
産
業
の
育
成
・
振
興
、

企
業
立
地
の
促
進
、
中
小
企
業
支
援
、
農
林
水
産

業
の
強
化
、
国
際
展
示
場
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

愛
知
の
産
業
力
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、〝
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t
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〜

T
e
c
h
n
o
l
o
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T
r
a
d
i
t
i
o
n
を

キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
に
、
武
将
観
光
や
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
日
本
一
の
山
車
か
ら

く
り
な
ど
愛
知
の
魅
力
の
創
造
・
発
信
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
認
知
症
対
策
の
拠
点
づ
く
り
と
な
る

「
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
」
に
も
着
手
す
る
ほ
か
、

医
療
・
福
祉
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
防
災
、
環
境
、

東
三
河
地
域
の
振
興
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

愛
知
の
総
合
力
に
更
な
る
厚
み
を
増
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
も
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
元
旦

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
愛
知
県
内
で

の
本
格
着
工
、
M
R
J
の
米
国
で
の
飛
行
試
験
開

始
な
ど
、
日
本
の
未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ま
た
ひ
と
つ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催

決
定
、
有
料
道
路
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
公
道
で
の

自
動
走
行
の
実
証
実
験
な
ど
、
新
た
な
取
組
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
た
1
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
新
た
な
取
組
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

愛
知
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
1
年
と
し
て
ま

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
本
市
は
フ
ラ
ン
ス
・
ラ
ン
ス
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
結
び
ま
し
た
。
ラ
ン
ス
市
は
、
歴
代
国
王
の
戴

冠
式
が
行
わ
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
な
ど
、
幾
つ

も
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
歴
史
と
文
化
の
街
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
観
光
面
で
の
相
互
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
幅

広
い
分
野
で
交
流
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
年
々
増

加
す
る
中
、
政
府
は
「
２
０
３
０
年
に
６
，０
０
０

万
人
」
と
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
し

て
も
よ
り
多
く
の
旅
行
者
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
都
市
魅
力
の
磨
き
上
げ
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

名
古
屋
城
は
、
三
英
傑
や
配
下
武
将
に
ゆ
か
り
の

あ
る
ナ
ゴ
ヤ
に
と
っ
て
観
光
の
核
と
な
る
存
在
で
す
。

昨
年
、
天
守
閣
が
本
物
木
造
復
元
に
向
け
て
歩
み
は

じ
め
、
本
年
６
月
に
は
本
丸
御
殿
の
完
成
公
開
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
将
来
、
名
古
屋
城

が
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
と
並
ぶ
世
界
遺
産
と
な
れ

る
よ
う
、
全
体
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
を
訪
れ
る
旅
行
者
に
「
来
て
よ
か
っ

た
」
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
「
食
」
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

本
年
３
月
に
は
、
名
古
屋
城
エ
リ
ア
に
「
金
シ
ャ
チ
横

丁
」
が
開
業
予
定
で
あ
り
、
ナ
ゴ
ヤ
の
お
も
て
な
し
に

は
欠
か
せ
な
い
「
な
ご
や
め
し
」
な
ど
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
こ
の
魅
力
あ
る
食
文
化
を
市
内
の
至

る
と
こ
ろ
で
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
市
と
し

て
も
さ
ら
な
る
盛
り
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
競
技
大

会
、
リ
ニ
ア
開
業
な
ど
、
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目

白
押
し
で
す
。
こ
れ
ら
を
ナ
ゴ
ヤ
の
発
展
に
確
実
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
産
業
競
争
力
の
強
化
や
福
祉

の
充
実
、
子
ど
も
と
親
を
日
本
一
応
援
す
る
施
策
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
積
極
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
魅
力
を
全
世
界

に
強
力
に
発
信
し
続
け
、
世
界
中
か
ら
人
や
企
業
が

集
ま
る
「
世
界
に
認
め
ら
れ
る
大
都
会
」
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
ロ
ン
ド

ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
と
並
び
称
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ

と
な
れ
る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
元
旦

 

平
素
は
、
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
活

動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
２
０
２
６
年
夏
季
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
、
イ
ン

フ
ラ
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
通
を
目
前
に
控
え
、
名
古
屋
が
変
わ
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
一
方
で
、
名
古
屋
は
主
要

８
都
市
の
中
で
「
最
も
魅
力
に
欠
け
る
都
市
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
ら
の
住
ま
う
ま
ち

が
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
魅
力
が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
現
状
に
大

き
な
危
機
感
を
抱
き
、
我
が
ま
ち
名
古
屋
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
変
え
ら
れ
る

チ
ャ
ン
ス
は
、
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
人

が
動
く
、
時
代
が
動
く
の
は
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の

和
を
意
味
す
る
「
天
・
地
・
人
」
が
、
今
の
名
古
屋
に

は
揃
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

 

先
述
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

夏
季
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
控
え
、
国
際
的
な
経
済
情

勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、
我
が
国
の
経
済
は

長
期
安
定
的
な
拡
大
局
面
に
あ
り
、
落
ち
着
い
て
将

来
の
問
題
に
取
り
組
め
る
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
今

ま
さ
に
天
の
時
を
得
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

 

名
古
屋
は
日
本
東
西
交
通
を
結
ぶ
要
衝
で
あ
り
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
、
名
古
屋
を
起
点
と

し
て
１
時
間
圏
内
で
東
京
や
大
阪
へ
行
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
の
玄
関
口
・
中
部
国
際
空
港

や
海
の
玄
関
口
・
名
古
屋
港
を
擁
し
て
い
る
と
共
に
、

岐
阜
や
北
陸
と
い
っ
た
豊
富
な
観
光
資
源
の
あ
る
昇
竜

道
の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
名
古
屋
に
は

ト
ヨ
タ
を
頂
点
と
す
る
巨
大
な
自
動
車
関
連
企
業
や
、

日
本
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
な
ど
の
航
空
宇
宙

産
業
が
存
在
し
、
名
古
屋
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
先
端

産
業
の
集
積
地
で
も
あ
り
ま
す
。

 

最
後
に
人
の
和
。
こ
れ
は
、
志
を
同
じ
く
し
て
相
集

い
、
英
知
と
勇
気
と
情
熱
を
持
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

で
あ
る
我
々
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
青
年
経
済
人
で

あ
り
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
我
々
は
、
国
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
行
政
・
大
学
・
市
民
団
体
な
ど
と

の
パ
イ
プ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
一
人
ひ
と
り
の
成

長
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
、
今
こ
そ
課

題
解
決
集
団
と
し
て
の
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
存
在

価
値
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

本
年
度
の
名
古
屋
青
年
会
議
所
は
「
規
律
と
品
格
を

重
ん
じ
た
会
員
資
質
の
向
上
」
と
「
質
実
剛
健
な
名

古
屋
人
の
育
成
」
を
通
し
て
、
「
暮
ら
し
て
善

し
」
・
「
働
い
て
善
し
」
・
「
来
て
見
て
善
し
」
の

「
三
方
善
し
」
が
揃
い
、
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向

か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
を
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。
「
創
始
の
精
神
」
と
、
67
年
間
の
歴
史
と
伝

統
に
我
々
の
想
い
を
結
集
さ
せ
、
「
天
・
地
・
人
」

の
揃
う
今
こ
そ
、
我
々
が
先
頭
に
立
ち
ま
ち
を
動
か

し
、
国
を
動
か
し
て
い
く
時
で
す
。

 

「
人
は
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
変
わ
る
こ
と
が
で

き
る
」

 

人
が
変
わ
れ
ば
、
ま
ち
が
変
わ
り
、
ま
ち
が
変
わ
れ

ば
、
国
も
変
わ
る
。
８
０
０
名
に
迫
る
名
古
屋
青
年

会
議
所
会
員
の
想
い
を
一
つ
に
し
、
市
民
の
心
に
共

鳴
す
れ
ば
、
必
ず
名
古
屋
を
変
え
ら
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
諸
団

体
の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
本
年
度
の
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青

年
会
議
所
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
と
い
う
時
代
が

　
　
　
　
　
　
　

終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る

　

夢
と
希
望
溢
れ
る
新
時
代
へ

　
　
　
　
　
　
　

誇
り
高
き
創
造
者
と
な
れ

世界に認められる
大都会 
ナゴヤへ

名古屋市長

河村  たかし

平成三十年　年頭所感　

新春を迎えて

愛知県知事
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２０１８ 新年のご挨拶

天
の
時

地
の
利

人
の
和
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
30
年
の
新
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
昨
年
か
ら
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
お
り
、
中
で
も
当
地
経
済
は
、
海
外
需

要
に
支
え
ら
れ
て
設
備
投
資
に
も
前
向
き
の
動
き
が

目
立
つ
な
ど
他
地
域
に
比
べ
て
も
堅
調
で
す
。
た
だ
、

各
産
業
に
お
い
て
引
き
続
き
人
手
不
足
が
深
刻
で
、

中
小
・
小
規
模
企
業
で
は
景
気
回
復
の
実
感
が
未
だ

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
経
済
面
で
は
、
中
国

や
米
国
の
今
後
の
動
向
等
に
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、

総
じ
て
回
復
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
通
商
貿
易
に
つ

い
て
は
、
米
政
権
の
保
護
主
義
的
な
動
き
が
あ
る
中

で
、
昨
年
11
月
に
は
米
国
が
抜
け
た
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
き
、
残
る
11
カ

国
が
改
定
案
で
大
筋
合
意
し
、
12
月
に
は
日
本
と
Ｅ

Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
が
妥
結
さ

れ
る
な
ど
前
向
き
の
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、
自
由
貿

易
堅
持
に
向
け
た
努
力
が
今
後
更
に
進
む
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
他
方
、
政
治
面
で
は
、
北
朝
鮮
問
題
、

E
U
諸
国
の
政
治
混
乱
、
中
東
情
勢
、
そ
し
て
各
地

で
の
度
重
な
る
テ
ロ
事
件
な
ど
、
様
々
な
波
乱
要
因

を
抱
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

○
大
き
な
潮
流
変
化
を
見
据
え
て
、
新
た
な
発
展
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
現
況
に
お
い
て
当
地
経
済
は
比
較

的
堅
調
で
あ
る
と
申
せ
ま
す
。
一
方
、
中
長
期
的
に
み

れ
ば
、
A
I
や
I
o
T
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
革
命
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
な
ど
の
変
動
が
、
企
業
活
動
の
あ
り
方
を
大
き

く
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
地
主
力
の
自
動
車
産
業

も
、
今
後
E
V
化
の
動
き
に
加
え
て
、
自
動
走
行
や
コ

ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
カ
ー
等
に
よ
る
大
き
な
変
化
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
当
地
の
産
業
全
体
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
1
0
0
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
変
化
を
念
頭
に
、

新
た
な
成
長
に
向
け
た
挑
戦
を
加
速
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
２
０
２
７
年
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

先
行
開
業
を
予
定
し
て
お
り
、
堅
調
な
経
済
の
現
況

も
相
俟
っ
て
、
駅
周
辺
で
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
の
建

設
・
開
業
が
相
次
ぎ
、
栄
・
伏
見
地
区
で
も
大
規
模
な

開
発
計
画
が
進
む
な
ど
、
名
古
屋
の
街
は
大
き
く
姿

を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
新
規
投
資
へ
の
大
き
な
動
き
を
捉
え
て
、
リ

ニ
ア
開
通
後
に
関
東
圏
と
の
一
体
化
の
中
で
埋
没
・
吸

収
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
、
飛
躍
へ
の
チ
ャ
ン
ス

と
す
る
た
め
、
今
後
10
年
の
間
に
、
我
々
の
街
ナ
ゴ
ヤ

に
し
か
な
い
個
性
・
魅
力
を
創
り
上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
街
づ
く
り
と
、
こ

れ
と
一
体
で
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
や
観
光
・
誘
客
・

M
I
C
E
な
ど
の
発
展
を
進
め
る
包
括
的
な
戦
略
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
○
地
域
と
と
も
に

　

以
上
の
認
識
に
立
っ
て
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
は

「
中
小
企
業
支
援
」
「
次
世
代
産
業
の
振
興
」
「
都
市

力
の
増
進
」
を
3
本
柱
と
し
て
、
本
年
も
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

第
一
の
「
中
小
企
業
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
70
名
の

経
営
指
導
員
が
年
間
２
５
，０
０
０
件
の
巡
回
指
導
や

窓
口
相
談
の
中
で
、
資
金
調
達
、
事
業
計
画
策
定
、

販
路
開
拓
や
人
材
育
成
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な
「
伴
走
型
支
援
」

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
特
に
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
急
速
な
進
行

に
資
金
、
人
材
等
の
制
約
で
遅
れ
が
ち
な
中
小
企
業

に
対
し
て
Ｉ
Ｔ
化
の
相
談
指
導
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。
Ｉ
Ｔ
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
可
能
性
を
伝
え

気
付
き
を
促
す
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
大
幅
に
増
や

す
と
と
も
に
、
人
材
育
成
支
援
も
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
中
小
企
業
事
業
者
数
は
、
こ
の

５
年
間
で
40
万
者
減
少
し
て
お
り
、
経
営
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
今
後
10
年
の
間
に
「
大
事
業
承
継

時
代
」
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
本
所
と
し
て

も
、
円
滑
な
事
業
承
継
へ
の
環
境
整
備
と
個
別
支
援

の
た
め
の
諸
施
策
を
更
に
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

○
躍
動
し
、
愛
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ
へ

　

第
二
の
「
次
世
代
産
業
の
振
興
」
で
は
、
航
空
宇
宙

や
医
療
機
器
な
ど
、
自
動
車
産
業
に
次
ぐ
新
た
な
産

業
の
振
興
の
た
め
、
更
な
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

航
空
宇
宙
関
連
製
造
業
は
、
当
地
域
で
我
が
国
全

体
の
約
半
分
を
生
産
す
る
な
ど
、
既
に
国
内
最
大
の
集

積
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
米
国
シ
ア
ト
ル

地
域
や
仏
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
地
域
な
ど
と
の
差
は
未
だ
大

き
く
、
今
後
当
地
域
が
世
界
的
な
航
空
宇
宙
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
へ
と
発
展
す
る
た
め
に
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の

更
な
る
発
展
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
製
造
業
の
厚

み
と
拡
が
り
を
増
す
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
本
所

と
し
て
は
、
昨
年
の
第
２
回
エ
ア
ロ
マ
ー
ト
名
古
屋
の

大
成
功
を
踏
ま
え
、
来
年
に
予
定
し
て
い
る
第
3
回
の

開
催
準
備
を
鋭
意
進
め
る
と
と
も
に
、
部
品
加
工
ト
ラ

イ
ア
ル
な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
メ
ッ

セ
の
開
催
準
備
等
の
取
組
を
行
な
う
ほ
か
、
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
の
振
興
に
も
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

最
後
に
、
「
都
市
力
の
増
進
」
で
す
。
当
地
は
モ
ノ

づ
く
り
の
世
界
的
集
積
地
で
あ
り
、
「
稼
ぐ
力
」
を

持
っ
た
地
域
で
す
。
当
地
が
今
後
も
発
展
を
続
け
る

た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
最
大
化
し
、
地
域

全
体
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、
中
部
国
際

空
港
の
二
本
目
滑
走
路
の
早
期
整
備
、
名
古
屋
港
整

備
の
着
実
な
推
進
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
や
西
知
多

道
路
等
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
、
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
リ
ニ
ア
開
通
ま
で
の
10
年
間
に
、
ナ
ゴ
ヤ
が

「
躍
動
し
、
愛
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ
」
と
し
て
、
全
国
や
世

界
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
都
市
に
な
っ
て
い
く
た
め
、

行
政
等
と
一
体
と
な
っ
た
包
括
的
な
戦
略
づ
く
り
と

実
行
策
の
推
進
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
昨
年
夏
以

来
、
「
躍
動
し
愛
さ
れ
る
ナ
ゴ
ヤ
研
究
会
」
を
設
置
し

て
検
討
を
続
け
て
お
り
、
本
年
半
ば
ま
で
に
は
取
り

ま
と
め
を
行
な
っ
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
具
体
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
３
本
柱
の
下
で
、
本
所
と
し
て
は
、
本
年
も

全
力
を
挙
げ
て
地
域
と
産
業
の
発
展
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
本
年
も
何
卒
、
本

所
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
素
よ
り
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
の
運

動
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
が

理
事
長　

山
本　

一
統
君
の
も
と
、
「
天
・
地
・
人

〜
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名

古
屋
へ
〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
践
し
、
明
る
い
豊

か
な
社
会
を
実
現
す
る
べ
く
青
年
会
議
所
運
動
に
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

　　

貴
青
年
会
議
所
が
こ
れ
ま
で
、
第
26
代
会
頭　

田

口　

義
嘉
寿
先
輩
、
第
56
代
会
頭　

池
田　

佳
隆
先

輩
、
直
前
会
頭　

青
木　

照
護
先
輩
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
役
員
の
皆
様
を
本
会
に
輩
出
さ
れ
、
日
本

の
青
年
会
議
所
運
動
を
力
強
く
牽
引
し
、
地
域
、
ひ

い
て
は
国
家
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
こ

と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
本
年
度
、
『
「
和
」
の
精
神
性
が
導

く　

愛
と
希
望
溢
れ
る
国　

日
本
の
創
造
』
を
基
本

理
念
と
し
て
掲
げ
、
愛
と
希
望
溢
れ
る
未
来
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
べ
く
、
地
方
創
生
と
事
業
創
造
に
よ

る
経
済
大
国
日
本
の
復
権
、
並
び
に
、
教
育
再
生
と

国
際
競
争
力
向
上
に
よ
る
自
主
自
立
国
家
確
立
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

愛
と
希
望
溢
れ
る
国　

日
本
の
創
造
は
、
地
方
創

生
無
く
し
て
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
貴
青
年
会
議
所
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
実
状
を
的
確
に
掴
み
、

抽
出
し
た
課
題
に
正
対
し
、
地
域
の
未
来
を
切
り
開

く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
主
体
的
な
運
動
を
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
と
致
し
ま

し
て
も
、
地
方
創
生
に
向
け
た
政
策
を
推
し
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

結
び
に
、
貴
青
年
会
議
所
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
、

並
び
に
、
本
年
が
先
輩
諸
氏
や
現
役
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　

人
は
、
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
る 

万
物
に
感
謝
の
心
を
以
て
、
公
に
誠
を
尽
く
す 

愛
と
希
望
溢
れ
る
国　

日
本
を
創
造
す
る
た
め
に

「和」の精神性が導く

愛と希望溢れる国　日本の創造

「和」の精神性が導く

愛と希望溢れる国　日本の創造

「和」の精神性が導く

愛と希望溢れる国　日本の創造

基本理念

公益社団法人日本青年会議所 ２０１８年度

基本方針

２０１８年

年頭所感

名古屋商工会議所　

会頭 山本 亜土

公益社団法人日本青年会議所

第六十七代会頭          

１．地方創生と事業創造による経済大国日本の復権

２．教育再生と国際競争力向上による自主自立国家の確立

３．世界との普遍的なつながりによる調和の実現

４．人財育成と組織連携が生み出す社会的信頼の確立

５．「個」のつながりと調和による盤石な組織の確立

２０１８ 新年のご挨拶
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第６８年度正副団　新年のご挨拶

２０１８ 新年のご挨拶

名
古
屋
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

名
古
屋
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、
市
民
が
名
古
屋

の
特
色
を
共
有
す
る
た
め
に
、
意
見
聴
取
な

ど
に
基
づ
い
て
、
ま
ち
の
現
状
を
把
握
し
、

地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
を
構
築
い
た

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
理
数
の
楽
し
さ

に
気
づ
く
た
め
に
、
科
学
が
未
来
を
創
造
す

る
事
実
を
伝
え
、
世
界
に
躍
動
す
る
理
数
都

市
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
未
来
を
共
有
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
観
光
都
市
名
古
屋
を
確
立
す

る
た
め
に
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
発
信
す

る
こ
と
で
市
民
が
新
た
な
観
光
の
柱
を
創
造

し
誇
り
に
つ
な
げ
る
事
業
を
実
施
し
、
す
べ

て
の
人
が
夢
に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名

古
屋
の
創
造
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　副理事長

田中　良知

総
務
グ
ル
ー
プ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

総
務
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、
会
員
が

適
切
に
運
動
を
構
築
す
る
た
め
に
、
堅
実
な

組
織
運
営
並
び
に
会
員
資
質
を
堅
持
す
る
た

め
の
出
席
率
調
査
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

公
正
か
つ
強
固
な
組
織
基
盤
を
作
る
た
め
に
、

公
益
目
的
事
業
比
率
を
遵
守
し
た
運
営
を
検

証
し
、
収
支
予
算
案
の
立
案
補
佐
・
決
算
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、対
外
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
存
在
価
値
と
運
動
に

対
す
る
市
民
の
参
画
意
識
を
高
め
る
効
果
的

な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
凛
然

と
し
た
規
律
を
会
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し

円
滑
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、
品
格
漂
う

誇
り
高
い
組
織
・
会
員
を
醸
成
し
、
す
べ
て

の
人
が
夢
に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名
古

屋
の
創
造
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　常務理事

鈴木　里英

専
務
理
事

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
運
営
の
長
と
し
て
、
各
グ
ル
ー

プ
が
発
信
す
る
運
動
が
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
様
々
な
支
援
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
規
律
と
品
格
を
兼

ね
備
え
た
会
員
基
盤
の
再
構
築
並
び
に
会
員

の
出
席
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を

行
い
、
組
織
と
し
て
の
さ
ら
な
る
一
体
感
の

醸
成
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
求
め
ら
れ
る
名
古
屋
青
年
会
議
所

を
目
指
し
、
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向
か
っ
て

躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
の
創
造
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　専務理事

伊藤　　崇

渉
外
・
広
報
グ
ル
ー
プ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

渉
外
・
広
報
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、

青
年
会
議
所
運
動
の
意
義
と
目
的
を
正
し
く

会
員
に
伝
達
し
運
動
を
力
強
く
推
進
す
る
た

め
に
、
各
地
青
年
会
議
所
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
対
外
統
括
窓
口
と
し
て
の
運

営
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
運
動
の
成
果
を

最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
、
魅
力
的
で
実
用

的
な
対
内
広
報
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
市
民
が
ま
ち
・
国
づ
く
り
に
、
積
極
的

に
参
画
し
て
い
く
た
め
に
、
誰
も
が
ま
ち
や

国
の
理
想
を
語
り
合
え
る
基
盤
を
創
出
し
発

信
す
る
例
会
を
開
催
し
、
す
べ
て
の
人
が
夢

に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
の
創
造

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　副理事長

武田　裕規

地
域
で
取
り
組
む
課
題
解
決
グ
ル
ー
プ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
で
取
り
組
む
課
題
解
決
グ
ル
ー
プ
と

し
ま
し
て
は
、
地
域
の
支
え
合
い
と
新
た
な

意
識
の
確
立
に
よ
っ
て
、
様
々
な
社
会
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
育
児
に
関
す
る
保
護
者
の
負
担
を

軽
減
し
、
子
供
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う

教
育
格
差
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
支

援
体
制
を
構
築
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
確
立
に
よ
っ
て
、
少
数
者

の
特
性
が
個
性
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

実
現
す
る
と
共
に
、
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
の
確
立

を
目
指
し
て
、
道
徳
を
根
幹
と
し
た
新
た
な

モ
ラ
ル
の
普
及
活
動
に
努
め
、
す
べ
て
の
人

が
夢
に
向
か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
の

創
造
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　副理事長

佐地　宏之

世
界
で
躍
動
す
る
質
実
剛
健
な
ひ
と
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

世
界
で
躍
動
す
る
質
実
剛
健
な
ひ
と
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、
海
外
と
の
交

流
事
業
を
通
し
、
次
代
を
担
う
グ
ロ
ー
カ
ル

な
人
財
を
育
成
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
公

益
資
本
主
義
の
考
え
に
基
づ
き
、
世
界
で
躍

動
す
る
こ
と
の
で
き
る
起
業
家
を
発
掘
・
育

成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
精
神
性

を
再
確
認
す
る
機
会
を
創
出
し
、
わ
ん
ぱ
く

相
撲
を
通
し
て
相
手
を
思
い
や
る
心
の
重
要

性
を
伝
播
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
成
人
と

し
て
持
つ
べ
き
知
識
を
発
信
し
、
そ
れ
を
身

に
つ
け
る
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
し

て
、
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向
か
っ
て
躍
動
す

る
ま
ち
名
古
屋
の
創
造
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第68年度　副理事長

尾関　良祐

 0506 Maz-motte



　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
東
海
地
区
協
議
会

の
運
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
貴
青
年
会
議
所
よ
り
多
く
の
出
向
者
を
東
海
地
区

協
議
会
に
ご
輩
出
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
住
ま
う
東
海
地
方
で
は
、
49
の
自
治
体
が
消

滅
可
能
性
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
方
の
過
疎
化
が
懸
念
さ
れ
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
災
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
一
方
、
製
造
業

が
活
性
化
し
東
海
４
県
で
の
合
計
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
々
増
加
を
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
モ
ノ

づ
く
り
の
一
大
拠
点
と
し
て
地
方
資
源
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン

ド
が
創
出
さ
れ
、
防
災
安
全
保
障
の
確
立
さ
れ
た
災
害
に
強
く
経

済
活
力
に
溢
れ
た
東
海
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す

る
た
め
に
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
に
価
値
を
も
た
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
改
善
に
よ
る
国
土
強
靭
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
早
期
実
現
に
向
け
民
意
を
政
府
に
反
映
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

機
能
的
な
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
に
、
安
全
保
障

を
支
え
る
情
報
共
有
手
段
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
い

て
未
来
の
扉
を
開
け
る
人
財
を
育
成
す
る
た
め
に
、
６
月
３
日
か

ら
６
月
10
日
の
８
日
間
に
わ
た
り
、
寄
港
地
台
湾
に
向
け
て
第
45

回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
「
と
う
か
い
号
」
を
出
航
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
未
来
を
切
り
開
く
志
を
も
っ
た
我
々
が
、
モ
ノ
づ
く
り

大
国
日
本
の
中
核
地
と
し
て
将
来
に
希
望
が
も
て
る
地
方
の
創
生

を
果
た
し
、
奇
跡
を
起
こ
す
人
財
に
溢
れ
国
土
強
靭
化
に
よ
る
経

済
活
力
と
防
災
安
全
保
障
が
確
立
さ
れ
た
未
来
を
描
け
る
東
海
を

目
指
し
運
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
山
本
一
統
理
事
長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
り
、
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向
か
っ
て

躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
の
創
造
が
実
現
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
名

古
屋
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
皆
様
の
ご
健
康
と
社
業
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
東
海
地
区
愛
知

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
運
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私
、
山
本
監
査
担

当
役
員
、
寺
田
運
営
専
務
を
は
じ
め
多
く
の
出
向
者
に
対
し
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
は
「
33
の
熱
き
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

〜
志
高
き
挑
戦
に
よ
る
逞
し
い
愛
知
の
未
来
の
創
造
〜
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
多
く
の
困
難
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
未
来
を
見

据
え
た
志
を
も
っ
て
、
次
の
10
年
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
財
が
、
愛
知

を
愛
し
、
本
質
を
見
極
め
、
類
い
稀
な
行
動
力
を
発
揮
す
る
こ
と

で
逞
し
い
愛
知
の
未
来
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
愛
知

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
は
２
０
１
８
年
で
60
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
60
年
間
に
亘
り
数
々
の
歴
史
を
刻
ま
れ
た
先

達
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
質
的
な

伝
統
を
継
承
し
、
10
年
後
を
見
据
え
た
斬
新
的
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を

加
え
、
持
続
可
能
な
逞
し
い
愛
知
の
創
造
へ
向
け
た
意
識
変
革
を

起
こ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
山

本
一
統
理
事
長
の
類
い
稀
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
名
古
屋
を

必
ず
変
え
ら
れ
る
と
い
う
強
い
想
い
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
力
強
い
運
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
力
強
い
運
動
が
「
す
べ
て
の
人
が
夢
に
向

か
っ
て
躍
動
す
る
ま
ち
名
古
屋
の
創
造
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
２
０
１
８
年

度
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公益社団法人日本青年会議所
東海地区協議会

2018年度　会長　　細野　勝雅

公益社団法人日本青年会議所　
東海地区　愛知ブロック協議会

2018年度　会長　　浅野　弘義

東海地区協議会基本理念

将来に希望が溢れる
日本創生の核となる東海の創造

愛知ブロック協議会スローガン

３３の熱きＰＲＩＤＥ
～志高き挑戦による逞しい愛知の未来の創造～

公益社団法人名古屋青年会議所
２０１８年度（第６８年度）組織図

理 事 長　山本一統

副理事長　田中良知　尾関良祐　武田裕規  佐地宏之

専務理事　伊藤崇

常務理事　鈴木里英

直前理事長　大和直樹

相　談　役　青木照護

顧　　　問　浅野弘義

総　　会

理事会

常任理事会

監　事
鈴木和貴　
岩田一成　
山本直人　
三宅貴史

渉外・広報
グループ

　グループ長　武田裕規

地域で取り組む
課題解決
グループ

　グループ長　佐地宏之

オリエンテーション
実行会議

　議　長：武田裕規

わんぱく相撲
運営会議

　議　長：西原政熙

世界で躍動する
質実剛健なひとづくり

グループ

　グループ長　尾関良祐

名古屋の特性を
活かしたまちづくり

グループ

　グループ長　田中良知

総務グループ

　グループ長　鈴木里英

出向役員

光田侑司

出向役員

白瀧征人

出向役員

寺田拓也

※各グループ・委員会・会議体の詳細については、9P、10Pにて紹介しています。
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NAGOYA 公益社団法人名古屋青年会議所　２０１８年度（第６８年度）組織図

渉外・広報室

室長　鈴木信輝
青年会議所運動の意義と目的を正しく会
員に伝達し運動を力強く推進していきま
す。そして、規律を正し品格を高めた会員
一人ひとりが、英知と滾る情熱を胸に崇高
な志を掲げ勇猛果敢に運動を巻き起こし、
市民と行政や大学、政治家や民間団体がま
ち・国づくりについての課題を共有し、誰
もが理想を語り合える基盤を創出し、発信
してまいります。

地域連携室

室長　荒尾政弘
地域の支え合いの中で、育児が人生におけ
る負担ではなく、自分らしい生き方の一部
として捉えられ、子供たちが自らの可能性
を開花させるために必要な教育を等しく
受けることができるよう、市民のみなら
ず、地域を形成する一員である企業のサ
ポートを促すと共に、行政との連携を強化
し、地域が一丸となった新たな育児支援の
あり方を確立する事業を実施してまいり
ます。

新たな意識確立室

室長　三輪大介
人の持つ違いを否定的に遠ざけようとす
るのではなく、個性として肯定的に受け入
れられるように、日本人として受け継いで
きた精神性をバージョンアップさせると
共に、多様性を尊重し、互いを思いやりな
がら立ち居振る舞うことのできるモラル
として、新たな意識を確立する必要性を発
信してまいります。

ＮＡＧＯＹＡの人財育成室

室長　林宏和
数多くの恵まれた条件と魅力を兼ね備え
た国際都市ＮＡＧＯＹＡのまちの魅力を
再認識し、誇りを持ち、自信を持って世界
と渡り合える、グローカルな視点を持った
人財の育成を目指すことで、自らが進んで
行動を起こす真の国際都市ＮＡＧＯＹＡ
を創造してまいります。

質実剛健な人財育成室

室長　落合徹哉
現代を生き抜く上で必要となるたくまし
い精神を市民に広めるために、武道・芸道
を通じて礼儀や作法、自身と向き合う精神
統一による「道」の精神の神髄を探求し、発
信していきます。そして、世の中の潮流に
流されず、このまちをさらに発展させよう
とする強い意思に基づいて行動できる次
代の名古屋を担うにふさわしい人財を育
成してまいります。

躍動する名古屋創造室

室長　八木俊行
誇るべき歴史と伝統に加え、理数都市とし
ての側面に支えられた現在の名古屋の強
みを踏まえ、まちのさらなる活性化のため
に、地域の歴史的背景や特色といった既存
の要素を融合させて新たな魅力へと昇華
した近未来のまちの姿を具体化すること
で、世界を舞台に躍動するまち名古屋の創
造に向けた道筋を描いてまいります。

名古屋観光開発特別委員会

　特別委員長　高橋雅大
長い歴史を誇るこのまち独自の文化・商
業・工業のみならず、恵まれた地の利を活
かした観光開発を行い、多面的にブラン
ディングし、その魅力的な観光資源を市民
に向けて発信することで、市民が工業と観
光が両輪として共存するまちの姿に心躍
らせ、郷土愛と誇りを深め、観光都市確立
に向け行動し、誇りにつなげる事業を実施
してまいります。

総務室

室長　春名潤也
名古屋のまちを想い続けてきた伝統ある
組織を誇り高く支えて、市民の共感を得る
運動発信を構築する源となり、会員の情熱
を運動へと展開し、市民と協働して共に名
古屋の次代を切り拓く団体として真価を
発揮するために、市民が青年会議所の存在
を認知し運動に共感するブランディング
を確立してまいります。

渉外・広報
グループ

　グループ長　武田裕規

地域で取り組む
課題解決
グループ

　グループ長　佐地宏之

世界で躍動する
質実剛健なひとづくり

グループ

　グループ長　尾関良祐

名古屋の特性を
活かしたまちづくり

グループ

　グループ長　田中良知

総務グループ

　グループ長　鈴木里英

グローカルなＮＡＧＯＹＡ
の人財育成委員会

委員長　野田雄二朗
名古屋人が心の国境を乗り越えて世界の
人々と対等に渡り合い、国際都市ＮＡＧＯ
ＹＡを世界へと発信し、世界に認知させる
には、このまちの魅力や課題を世界的な視
点から十分に理解して名古屋のために行
動する、「グローカルな名古屋人」を育成す
る必要があります。グローカルな名古屋人
へと成長した若者が、共感する市民と共に
国際都市ＮＡＧＯＹＡを世界に向け発信
し続ける事業を実施してまいります。 

ＮＡＧＯＹＡのアントレ
プレナー発掘育成委員会

委員長　横山亮介
名古屋には高い志や夢を持った人財が豊
富に存在しているにもかかわらず、閉鎖的
な気質による後ろ向きな姿勢から、世界の
舞台で積極的にビジネス展開できていま
せん。ＮＡＧＯＹＡから世界に羽ばたく起
業家の活躍する姿に触発され、志高き市民
が後に続き起業家が次々輩出されるよう
な事業を実施してまいります。

リアルな名古屋
探究構築委員会

委員長　桑田正和
名古屋は歴史や伝統が息づく多くの誇る
べき特色を備えたまちです。市民は、狭い
視野や思い込みに基づきまちを語りがち
な現状から脱却し、まちを多角的に捉え、
根拠に基づく理解を深めて誇りを持ち、浮
き彫りとなったまちの実像を内外へ発信
する必要があります。明確な根拠に基づき
まちの実像を認識した市民が、自らの言葉
でまちを語り、思い描いた未来に向かって
行動できるように事業を実施してまいり
ます。 

理数都市ＮＡＧＯＹＡ
創造委員会

委員長　平手康司
名古屋は先端技術が集積し工業分野に強
みがあり、複数の理数系教育機関を有する
まちです。親の理数離れが子供に悪影響を
及ぼしかねない現状を踏まえ、市民はまち
の強みを支える理数の重要性を共有し、ま
ちを世界で躍動する理数都市へ進化させ
る必要があります。科学の魅力を共有した
市民がまちを支える次代の理数系人財を
輩出し続け、名古屋が生え抜きの理数都市
へ進化できるように事業を実施してまい
ります。

教育格差解消推進委員会

委員長　神谷昭一郎
親の意識や経済力などの家庭環境におけ
る格差が、子供たちの将来の可能性を狭め
てしまう教育格差を生んでいます。まちを
形成する市民一人ひとりが、行政や家庭の
責任にするばかりではなく、主体的に子供
の教育を支えていく体制を地域ぐるみで
整える必要があります。無限の可能性を秘
めたすべての子供が、自らが望む姿に成長
していく際に必要な教育を 等しく受ける
ことのできるように事業を実施してまい
ります。

ダイバーシティ確立委員会

委員長　鵜飼伸弥
障がい者や性的マイノリティに対する理
解不足から様々な誤解や偏見が生まれ、そ
の違いを受け入れることを難しくしてい
ます。そこで、自らと違う者を否定的に遠
ざけるのではなく肯定的に受け入れ、人間
の多様性を尊重することのできる意識を
確立する必要があります。互いを正しく理
解し合い、人の持つ違いが個性として肯定
的に受け入れられ、誰もが多様な人財とし
て尊重される事業を実施してまいります。

新しい成人教育実践委員会

委員長　木下智靖
我々の生活は社会保障等の社会制度と密
接に関わっているが、市民がその理念や内
容を十分に理解できず生活との関わりを
意識できていません。これからの社会を支
える世代が、 社会制度を深く理解し高い
主権者意識を持って社会と関わる人財へ
と成長する必要があります。主権者意識を
持って主体的に判断する市民が社会に溢
れて、より良い社会の実現に向け、能動的
に社会に参画できるようになる事業を実
施してまいります。 

ＪＣ運動発信委員会

委員長　一之瀬修
我々は市民意識変革運動を行う崇高な団
体であり、我々の運動に対して共感を得て、
市民を巻き込んでいかなければなりませ
ん。市民にとっての青年会議所の存在価値
を高め、ブランディングを確立すると共に、
情報発信を運動に対する市民参画につな
げる必要があります。名古屋青年会議所の
存在価値が高まり、多くの市民が当事者意
識を持って我々と共にまちを変革しようと
歩み出せるよう運動を発信してまいります。

ネットモラル確立委員会

委員長　服部大
インターネットの使い手である人間のモ
ラルが、情報社会の目まぐるしい変化に追
いついていないことによって、様々な形で
の問題が発生しています。 社会に根づい
た良 識として、インターネットの適正な
利用に求められるネットモラルを確立す
る必要があります。道徳を根幹としたネッ
トモラルが確立され、良識あるリテラシー
に基づいて、適正にインターネットが利用
されるように事業を実施してまいります。

まち・国づくり参画
プラットフォーム創造委員会

委員長　山本洋一
まち・国づくりにはすべての市民が関わっ
ていかなければなりません。我々は行政や
大学等とのパイプを生かして人々に自身
の暮らしに対する多角的な議論を促し、多
くの声を集めて行政に提言する環境を構
築し、まち・国づくり参画の重要性を伝え
ていく必要があります。まずは、 市民にま
ち・国づくりへの参画を促すための仕組
み作り「まち・国づくり参画プラット
フォーム」を創設してまいります 。

議　長：武田裕規

オリエンテーション
実行会議

我々は、会員一人ひとりがＪＡＹＣＥＥとしての誇りを持ちながら、一
致団結し、英知と勇気と情熱を持って市民意識変革運動を力強く
推進して行く必要があります。そのためにも、運動を共に展開する
同志を育成していかなければなりません。新入会員に対して、規律
と品格を兼ね備え、自分のためだけではなく人やまちのために行動
できるような名古屋青年会議所の未来の中核を担うことのできる
人財へと成長させるオリエンテーションを実施していまいります。

議　長：西原政熙

わんぱく相撲
運営会議

核家族化や少子化によって、昨今の子供たちを取り巻く
生活環境は大きく変化し、子供同士がルールの順守や相
手を思いやる心を学ぶ機会が減少しています。次代を担
う子供たちにとって、礼節やお互いを認め合う心を培
い、心身共にたくましい人財へと成長する機会とするた
めに、そして、年々進化するわんぱく相撲をより良い大
会にするべくわんぱく相撲を実施してまいります。

広報委員会

委員長　長村明子
名古屋青年会議所は日本有数の会員規模
を誇りながらも、会員の活動に対する参加
率は未だに伸び代が十分にあり、組織とし
て大きなポテンシャルを秘めています。
我々は規律ある組織の一員として、会員が
持つ力を高めながら、組織の一体感を育ん
でいく必要があります。全会員が運動の意
義と目的を理解し、地域のリーダーとして
成長した会員が一丸となり人の心を動か
す運動を拡げられるような広報活動をし
てまいります。

財務委員会

委員長　安田伸志
名古屋青年会議所が脈々と受け継いでき
た伝統を守りながら、公正かつ適正な予算
執行のもと、会員が持てる力を最大限に発
揮した運動を展開できる組織運営を行い
ます。活発な議論を展開すべく円滑な諸会
議の運営・補佐を行うと共に、規律を備え
た会員が地域リーダーとして躍動するた
めに、会員の資質向上を図る事業を実施し
ます。
市民の意識変革を目指し展開される運動
を財務面から支えてまいります。

渉外委員会

委員長　澤木信男
名古屋青年会議所は、規律を厳守し品格を
兼ね備えた青年経済人が集う、誇り高き課
題解決集団でなければなりません。そこ
で、名古屋青年会議所が、運動に専念でき
る環境を創り出し、会員一人ひとりが常に
高い志と熱い情熱を持ち、運動に邁進し続
ける必要があります。すべての会員が、規
律と品格を兼ね備えたＪＡＹＣＥＥとし
て、崇高な志を抱き、足並み揃えた運動に
邁進し続けられるように活動してまいり
ます。

総務委員会

委員長　齋藤亮治
名古屋青年会議所は、常に高い志と熱い情
熱を併せ持ち、市民の意識を変革し続ける
団体でなければなりません。我々は、先達
から引き継いできた気概と誇りを持ち、次
世代へと継承し続けることができるよう、
規律を守り厳格な運営によって組織を支
える必要があります。規律を遵守した組織
運営が会員一人ひとりの気概と誇りを醸
成し、その会員が市民の意識を変革する運
動を展開してまいります。 

地域で支える
育児支援社会確立委員会

委員長　梅本昌裕
核家族化や地域のつながりの希薄化に
よって、育児に関する負担を家庭内で抱え
込んでしまう親が増加しています。そこ
で、育児を生活していく上での負担ではな
く、自分らしく 生きていく中での喜びと
思えるように、地域ぐるみの支援体制を確
立していく必要があります。行政や地域の
育児支援 団体と連携しながら、地域の支
え合いによって親の育児不安を解消する
と共に、実生活に おける負担を軽減する
ことのできる活動を実施してまいります。 

道の精神探求委員会

委員長　西原政熙
現代は多くの情報が身の回りに氾濫し、そ
の情報を鵜呑みにした価値観に影響を受
け、物事の本質を正しく認識することが難
しくなっています。時代に流されることな
く、自らの判断で物事を正しく選択するこ
とのできる心身共にたくましい人財を育
成する必要があります。 価値観の変化に惑
わされず、確たる自分を持った心身共にた
くましい人財が相手を思いやり礼儀・作
法を重んじる人財を育む例会を開催して
まいります。
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名古屋青年会議所では、職業体験やス
ポーツ大会など様々な青少年育成事業を
展開することで、未来を担う子供たちの
健全な育成を後押しすると共に、夢に
向かって努力することの大切さや素
晴らしさについて学ぶ機会を設

けています。

子供たちの育成

リーダーシップ開発を目的に、組織運営
に必要となる能力の習得につながるト
レーニングや、ビジネスシーンにおける
マナー学習やコミュニケーション能力
向上に結び付くセミナープログラム
を行い、全会員の能力向上を

図っています。

組織運営に直結する
トレーニングの実施
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公式Facebook公式YouTube
チャンネル

名古屋青年会議所のホームページやSNSでも情報を発信中！

❶QRコードを
　読み取って下さい→

❷「マズモッテ定期送付依頼フォーム」
　から必要事項をご入力下さい。

マズモッテ定期送付ご希望の方へ
携帯・スマートフォン・パソコンからお申し込み

公式Instagram 公式LINE

名古屋の魅力を発信する情報をゲット！

※QRコードでなく、入力の際は下記アドレスをご入力下さい。
　https://www.nagoyajc.or.jp/68nendo/about/mazmotte/main_form.php
※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に従い取り扱います。　
※公益社団法人名古屋青年会議所に関する情報提供以外の目的では
　利用いたしません。
※アクセスにはご契約の通信料がかかります。

かかる費用はどれくらいですか？
年会費185，000円です。
その他に諸大会・事業等で登録料が必要となる場合があります。
　

会員にはどのような方々がいるのですか？
名古屋市若しくは周辺地域で就業、又は在住する21歳から40歳ま
での人々が活躍しております。個人事業主の方から会社員、企業の
若手経営者の方など業種や役職・経歴や男女を問わず幅広く入会
されています。
ＪＣの活動を通じて、お互いの環境に関係なく一生涯の友となれる
人ときっと出会えるはずです。

ＪＣに入ったらどのような活動をするのですか？
「明るい豊かな社会の実現」を目的に名古屋のまちづくり・ひとづくり
を実践しています。具体的な事業内容は毎年変わりますが、理念は変
わりません。また、単年度制をとっており、理事長以下、組織は毎年入
れ替わります。また、日本青年会議所等に出向することで、日本全国の
ＪＣ会員と共に活動することができるのみならず、世界組織であるＪ
Ｃの特色として、世界中の会員と合流することもできます。
　

どれくらいの頻度で集まりがありますか？
月に2回程度（例会が月１回、委員会は月１回程度）会合があります。

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A

● 年　齢／1982年1月1日生まれ～1996年12月31日生まれの男女
● 推薦人／2名の推薦人
　 （名古屋青年会議所の正会員2名又は正会員１名と特別会員１名）
　 ※推薦人には、入会希望者の在籍中、責任を持って助言・指導 をしていた

　 だきます。

● オリエンテーションを受講できる方
● 入会目的・理由が明確であり、その目的・理由が青年会議所の趣旨に合致
　 すること
● 同一の会社の社員は原則として2名まで
● 入会費用／182,600円
　 （入会金50,000円・年会費127,400円（入会初年度のみ）JCバッジ
　 ／ネームプレート／共通ポロシャツ 5,200円）
● 次年度以降／185,000円 
　 ※入会初年度は入会月により月割りでの計算となります。

● 必要書類／入会申込書（入会希望者と推薦人の署名捺印が必要）・
戸籍謄本１通（現在事項全部証明書）・市区町村発行の身元証明書
１通・写真2枚（5×5ｃｍ）（スーツ着用）・所属しているすべての会
社登記簿謄本１通（法人のみ）

● 入会までの流れ
仮申込書（予定者期間のみ）→入会申込書・必要書類提出→
入会金振込→入会前面接→認証式→オリエンテーション

あなたの魅力を
もっと輝かせてみませんか。
自分のスキルアップを目指してる人！　
ビジネスのネットワークを広げたい人！
仲間づくりをしたい人！名古屋のまちが好きな人！
子供たちへの教育に興味がある人！　
ＪＣでしかできない経験が
必ずあなたの可能性を広げます。
あなたも会員になってみませんか。

▶お問い合わせは下記まで　
※入会を希望されていても面接により入会をお断りする場合があることをご了承下さい。
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名古屋青年会議所が目指すべき運動の方
向性や政策を訴える場、確認する場とし
て毎月一回例会を開催しています。これ
は「今、我々市民が何を問題とし、行動
に移さなければならないのか」とい
う意識を共有し醸成することを

目的としています。

社会問題に率先して
取り組む意識の醸成

入会資格と入会費用

青年会議所Q&A
よくある質問

JC入会案内

公益社団法人名古屋青年会議所 
〒460-0008  名古屋市中区栄一丁目15番24号
TEL 052-221-8590  FAX 052-202-0464
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公益社団法人名古屋青年会議所　
広報委員会

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。マズモッテ、２０１８年度（第６８年度）広報委員会が手掛ける最初の広報誌
は、事務局の皆様をはじめ、数多くの関係者様のご協力があり発行することができました。ご協力に心から感謝申し
上げます。編集にあたり、名古屋青年会議所は崇高な理念である「明るい豊かな社会」の実現を目指し、価値観は多
様でありますが、率先して行動する青年経済人が集う刺激的な組織であることが分かりました。また、全国６９６Ｌ
ＯＭの中で２番目に会員数が多い青年会議所であるにもかかわらず、理事長所信に基づき皆が考え一体感を持って活
動している樣に、壮大さを感じております。この広報誌「マズモッテ（Ｍａｚｍｏｔｔｅ）」は、「先ず以て」とい
う「兎にも角にも」という意味と、「先ず手に取っていただく」という意味を込め、名古屋青年会議所が１０年間に
亘り発行し続けています。２０１８年度（第６８度）は、「天・地・人」を理念に、すべての人が夢に向かって躍動
するまち名古屋を創造していく皆さまの活動模様をお伝えしていきます。至らぬ点があるかと思いますが、私もバッ
ターボックスに立ち続け、想いが伝わる広報誌を発行してまいりますので、1年間どうぞ宜しくお願いたします。

広報委員会　副委員長　中島　雅貴
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